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 In order to construct the low-carbon city and secure self-sufficient energy at the time of disaster, it is 
required to promote the use of locally produced and consumed renewable energy in cities. So we 
conduct research on technology of making energy from pruning and mowing waste, by an example 
analysis about various efforts to using woody biomass in urban areas. In FY2013 we especially 
research on the method of safekeeping, storage and quality assurance in the process of making 
energy. 
 
［研究の目的及び背景］ 

近年、地球温暖化への対応や大規模災害時の電力等

の自立的な確保のため、都市における再生可能エネル

ギーの活用が求められている 1)2)。また、公園整備等に

より都市の緑の確保が進む一方、公共施設に係る維持

管理費の縮減が求められる中では、緑の管理にバイオ

マス供給という新たな価値を与えることが期待される。 
本研究は、公園や街路樹等から毎年大量に発生し多

くが焼却処分されている剪定枝・刈草等を再生可能エ

ネルギーとして活用するための技術の確立、普及を目

的とするものである。 

図-1 都市における植物廃材のエネルギー利用イメージ 

［研究内容］ 

 平成 25 年度には、国営公園をフィールドとした実

証研究 3)で課題とされた前処理（チップ化や乾燥）の

改善、地域全体の木質バイオマス賦存量を踏まえた効

率的な収集方法等について検討を行い、一連の成果を

もとに「都市由来植物廃材のエネルギー利用手法等に

関する技術資料」4)をとりまとめた。技術資料の概要

を図-3 に示す。本稿では平成 25 年度に行った調査研

究の概要を紹介する。 

１．地域スケールに応じた植物廃材等の利用可能量の

試算及び有効な収集方法の検討 

 国内 2 地域をモデルケースとし、植物廃材等の利用

可能量、エネルギー需給規模に対する収集範囲、有効

な収集方法について検討した。 

 対象とする植物廃材は、家庭系剪定枝、事業系剪定

枝（公園剪定枝、街路樹剪定枝、果樹剪定枝）、廃材系

（建築廃材、新・増築廃材、国産材製材廃材、外材製

材廃材）、森林系（林地残材、切捨て間伐材、里山管理

間伐材、タケ）とした。エネルギー需給規模は、公園

内施設、災害時避難施設、公園周辺の住宅（500世帯）

の電力・熱需要を対象とし、規模の大きさに応じた必

要エネルギーを設定した。 

 大都市圏郊外部に位置するケースでは、建築廃材を

中心とする廃材系の利用可能量が多く、これらをメイ

ンに、事業系・家庭系剪定枝を組み合わせた植物廃材
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図-2 都市における植物廃材のエネルギー利用手法に関する研究の全体フロー 

であれば、自治体単独または圏域内で、設定したエネ

ルギー需給規模に対応可能と試算された。廃棄物処理

関係との整理が課題である。 

 農山村地域を想定したケースでは、森林・里山管理

由来の間伐材を中心とする森林系の利用可能量が多く、

これらをメインに、事業系剪定枝や廃材系を組み合わ

せた植物廃材であれば、自治体単独または一部圏域を

含めた範囲で、設定したエネルギー需給規模に対応可

能と試算された。山林からの集材コストが課題である。 

２．公園における植物廃材の保管及び品質確保に関す

る調査 

 公園等で利用可能と考えられる中小規模の木質バイ

オマスを利用したエネルギー利用機器で、国内で導入

実績がある｢チップボイラー｣｢薪ボイラー｣｢ペレット

ボイラー｣｢薪ストーブ｣｢ペレットストーブ｣｢ガス化発

電設備｣について、機器仕様とそれぞれで利用可能な木

質バイオマスの品質（粒径、含水率など）を取りまと

め、公園における植物廃材の保管方法を検討した。 
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文献調査及び自治体へのヒアリング等により、全国での都市由来植物
廃材発生量を推計した。また、その結果も踏まえ、国内２地域で発生
量及びエネルギー利用可能量の試算を行った。

木質バイオマス固形燃料の市場流通時における基準等を整理した上で、
都市由来植物廃材の特性に関する文献調査及び剪定枝葉等の品質分析
を行い、燃料としての適性及び留意点についてとりまとめた。

木質バイオマスの固形燃料化の際に必要となる前処理技術及び固形燃
料化技術、エネルギー転換技術についてとりまとめ、エネルギー利用
の事例を踏まえて、取り組みを進める上での課題を整理した。

公園等においてエネルギー利用を始める場合を想定し、公園内で発生
するエネルギー需要調査を行い、関連法規も踏まえ、気候等の立地条
件に対応したエネルギー利用のケーススタディを実施した。

資料編
 

図-3 都市由来植物廃材のエネルギー利用手法等 

に関する技術資料の概要 

都市の公園・街路等から発生する剪定枝、刈草等（都市由来の植物
廃材）を原料とした直接燃焼等の様々なエネルギー利用手法の
活用可能性について検討。

都市由来の植物廃材のエネルギー利用手法に関する検討 国営公園における再生可能エネルギー活用技術実証研究

都市での実現可能性が高いと考えられる小規模ガス化
発電技術については、国営公園をフィールドに、開発
に向けた実証実験を実施。

• 国営公園（２公園）から得られる植物廃材に関する発生状
況調査及び物性調査に基づき、各公園に適したガス化発電
技術を検討。

• 実験室規模での実験を行い、小規模ガス化発電技術の作
動条件、発電効率、副産物の発生状況などの性能、課題等
を検証。
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実証研究の課題を踏まえ、前処理（チップ化や乾燥）の改善、地域全
体の木質バイオマス賦存量を踏まえた効率的な収集方法等を検討。

都市由来の植物廃材に適したエネルギー利用手法に関する科学的・
技術的知見をとりまとめ。
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小規模ガス化発電技術の性能、課題等については、実証研
究の成果を活用

• 都市由来の植物廃材の発生量、年間変動、性状等に関する調査を実施。
また、公園等で必要となる熱量及び電力量と、現在活用しているエネル
ギー源に関する調査を実施。

• 海外事例や、他分野において実証段階の技術も含めて、植物廃材を原
料とするエネルギー利用手法の活用状況や、施設の稼働状況、課題等
に関する調査を実施。

• 上記の調査を踏まえ、各種エネルギー利用手法について、都市の公園
等に導入する場合を想定した検討を実施。
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